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本論文は2017年 3 月11日に中部学院大学各務原キャンパスで開催された、「岐阜済美学院創立
100周年記念事業 中部学院大学 教育フォーラム 2017」での報告内容を掲載したものである。
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Immutability and Fluidity in Japanese as a School Subject
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＜言語能力＞
言語能力を身に付けさせると一口に言うが、国語
科は、コミュニケーション能力とは違うということ
を認識した上で、指導に当たる必要がある。大別す
れば、言語能力は、コミュニケーション能力の土台
と言える。例えば、英語科で考えれば、コミュニケー
ション能力の育成は重要である。自分の持つ、英単
語の限られた語彙の中で、相手とコミュニケーショ
ンを図ることも、重要なコミュニケーションスキル
である。しかし、国語科は、その前提が母語を使っ
た意思疎通であるため、限られた語彙の中でのコ
ミュニケーションではなく、少しでも多くの語彙を
増やし、適切な意思疎通を行えるよう、言語能力を
鍛える必要がある。
最近、ソーシャルスキルと言う言葉も多く聞くが、
言語能力、コミュニケーション能力と、ソーシャル
スキルはまた別物であると考える。生きて働く力の
一端が、ソーシャルスキルであるのならば、そのス
キルの土台は、やはり言語能力である。
3 終わりに
国語科の指導で、大切したいことの一つに、「児
童生徒に自分が用いる言葉に対するメタ認知の意識
をもたせる」ことがある。
自分の言語活動を客観視し、より高い言語能力を
身に付けられるよう訓練する意識をもつこと、もた
せること。30代、私は先輩からの教えで、授業をテー
プで録音し、聞きながら文字に起こすことを何度も
繰り返した。当時はその作業が辛かったのではある
が、このことは、自分の指導力を磨く上でとても効
果があったと考える。
自分の話し、音声言語を俯瞰して評価する概念が
できると、その次として、自分の話を相手がどう捉
えているのか、反応も俯瞰してつかむ意識が芽生え
る。同時に、相手の反応に合わせ、自分の話し方、
話す内容を精査し、その場に応じた話し方に調整す
ることができると考える。
義務教育 9 ヵ年の最後に「旦那様」と言った時の
ルントウの心情を読み取る授業（不易）は絶対に必
要である。しかし、それ以上に重要なことは、その
時間にたどり着くまでに、どれだけ言語能力が鍛錬
されているかということである。だからこそ、小学
校 1 年生の時から、言語能力の育成を明確に打ち出
した授業を位置付け、螺旋的に指導していく。その
ためには、現行の学習指導要領でいえば、解説書の
付録 4「各学年の目標及び内容の系統表」を絶えず
見つめ、一単位時間ごとに、また目の前の子どもた
ちの言語能力に応じ、指導事項を明確にした授業を
構築せねばいけないのではないであろうか。付ける
言語能力一覧表や、その系統表が、国語科における
マトリクスであり、このマトリクスを持たずして、
今後の国語科の教育課程は編成できないと考える。
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